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10月17日午前
〔放射性核種の存在状態とその反応〕

座長工藤博司 (9:00-10: 00) 
1M01 反跳ポリリγ酸の生成と "P原子の分子内分布 (jL大
理)0中村照正・大橋茂
1M02 Hofman裂包接化合物における反銚82Br原子の化学的
挙動(熊本大工・熊本商大)0岸川俊明・遠山晋ー・小川頼
之・占部則明・四宮知郎

1M03 金属フFロシアェン系における反跳化学(5)フFロシ
アニγ混晶系における (r，n)反跳(東教大理〉鯨井筒・池
田長生・荘司準

座長富永健(10: 00-11 : 00) 
1M04 ，;S反跳原子と有機化合物との反応〈北星大衛生)0 
新沢和裕・滝幸

1M05 シュウ酸塩に対する反跳枝子の化学的効果(2)(静岡
大連)0長谷川園彦・菅沼英夫
1M06 反跳トリチウムと水との反応(3)国椙(ー780C)での
反応〈原研)立川内造O荒殿保幸

座長立川円造 (11; 10-12 ; 10) 
1M07 コバノレト化合物の "Co-EC壊変にともなうラジカノレ
生成(都立大理〕佐野博敏

1M08 T標識化合物における βー嬢変によるフラグメγテー
ション(1)β嬢変によるzネノレギ一変化の理論的考察〈東北

大理)0生田 茂・奥野健二・吉原賢二・塩川孝信
1M09 T標識化合物における r壊変によるフラグメンテー
ショ γ(2)有機ラジカノレのフラグメソテーショソバターν
との関係(東北大理)0奥野健二・関根義彦・生田 茂・吉
原賢二・塩川孝信

10月17日午後
座長岸川俊明 (13: 10-14 ; 10) 

1M10 H半島を親分子とした核異性体転移に伴う化学的効果
〈東北大核理研)0八木益男・近藤健次郎
1Mll !/ロロフノレオロカーボンー臭素系の放射線化学-82Brホ
ットアトム反応との比較(東大理)0富永 健・巻出義紘
・福水健文・青山隆

1M12 125XeのEC壌変で生ずる1白Iの反応ーメFンとの反応
における放射線分解の影響(原研)0佐伯正克・立川l円造

座長荒谷美智 (14: 10-15 : 10) 
1M13 プンミシコバノレト錯体の ECーオージ品後遺効果〈都
立大理)0原田雅章・佐野博敏
市引4 Perturbed Angular Correlationによる化学状態(東
北大理)0業有財・鍛冶東海・塩川孝信
1M15 メスパウァ一分光法によるSnSb，SiiTe中の反iJt"9Sb，

""119mTe原子の存在状態〈理研)0安部文敏・安部静子
座長長谷川園彦 (15:20-16 : 20) 

1M16 熱中性子照射したトリ久(ベYゾイJレアセトナト〉コ
バノレト(ill)における印Coの熱アニーリソグ反応〈東北大理〉
O秋元盛岡・大森喜量・塩川孝信
1M17 中性子照射した二，三のリチウム化合物中に生成する
トFチウムの化学形(原研)0工藤博司・田中吉左右・天野
怒

1M18 原子炉内反跳陽子により炭化水素中に生成された 13N
の化学状態〈立教大一般教・立教大原研・立教大理)0泉水
義大・戸村健児・松浦辰男・福田良夫・岩井尚之・石森達二

郎

座長橋本哲夫 (16:20-17: 20) 
ご1M19 光照射したアセチノレアセトナト錯体の有機溶媒中にお
ける反応一反跳生成物の反応との比較(東大理)0西保夫
・富永健

1M20 反跳原子を照射した固体表面の溶液に対する反応(東
大物性研)0吉田邦夫・永井尚生・宮島恭子・本田雅健
1M21 monoおよびdiー(2-ethylhexyl)phosphoric acidの
7線あるいは原子炉照射による生成物の検討(原研)0館盛
勝一・天野恕

10月18日午前
座長官原賢二 (9:20-10 : 40) 

2M01 鉄(11，ill)ーリγ酸塩系の核分裂片飛跡とメスバウ 7-
スベクトノレ(九大理〉高島良正O西田哲朗
2M02 短寿命核分裂生J成物の化学種に関する研究(3)1ーと
10，-の生成比(広島大工・京大原子炉)0竹味弘勝・木曽義
之・松下録治・高田実弥・玉井忠治

2M03 補酸ウラニノレ水溶液の原子炉照射で生じる Te同位体
の化学形態(京大原研〉西朋太・藤原一郎・今西信悶O森
山裕丈

2M04 原子炉照射した二酸化ウラγの硝酸溶液中における放
射性ヨウ素の挙動(原研〉四方英治

座長大吉昭 (10: 50-12 : 10) 
2M05 海水中における '''Ceの有機化合物(放医研)0平野
茂樹・小柳卓・佐伯誠道

2M06 放射性アソチモソの溶存状態とその分離(3)(静岡大
理)0神原富尚・長谷川閤彦・吉岡潤江・神谷吉保・小谷正
俊
2M07 !1ロマトグラフィーによる溶存ポロニウムのイオジ種
の分離に関する基礎的検討(静岡大理)0菅沼英夫・宮丸博
隆・波多江一八郎

2M08 硝酸塩融解塩からのプロトアFチニウム・ネプツニウ
ムの陽イォν交換抽出〈東北大金研)0三頭聴明・山村義信
・鈴木進

10月18日午後
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座長木曽義之 (14: 10-15 : 10) 
2M09 アメリシウムの化学(6)ピス『ス酸ナトリウムによる
Am(ill)の酸化〈東北大金研)0原光雄・鈴木進
2M10 Pa(IV)の塩酸溶液中における挙動(東北大金研)0
川筋伊佐務・佐藤朋子・鈴木進

2M11 ネプツニウム(V)炭酸錯体の溶解度と吸収スベPト
ノレ(原研〉上野馨O斎藤昭
座長上野馨 (15: 10-16 : 10) 

2M12 反跳イνプラγテ{ションによる新しい化学種ニオプ
フタロシ7cγの合成(東北大理)0吉原賢二・佐伯 孝・

橋本修一-塩川孝信

2M13 新しいプロメチウム錯体の放射化学的合成法〈東北大
理・金沢大理)0吉原賢二・塩川孝信・代田悦章・下沢秀夫
.阪上正信

2M14 塩化カリウムの原子炉照射Eこよる';S-標識チオ硫酸塩
と元素状硫黄の製造〈原研)0.加瀬利雄・四方英治

座長大森綴 (16:20-17 : 20) 
2M15 Yb化合物照射のさいのホットアトム効果を利用した
生成核種濃縮調製の試み(金沢大理)0代田悦主主・阪上正信
2M16 ベソゼγ中における陽電子とアセチノレアセトナト錯体
との反応(名大理)0遠藤和豊・古川路明・山寺秀雄
2M17 ポジトロニウムの酸化反応(東大工)0小野田正己・
氏平祐輔

10月 19日午前

座長荘司準 (9:20-10 : 40) 
3M01 a:放射体によるスパッタリγグとその自然界での役割
〈理研)0荒谷美智・斎藤信房



3M02 a壊変のさいの反跳原子の挙動ー電着板からの放出率
と炭素中における飛程〔京大原子炉・金沢大理)C橋本哲夫

.久松俊一

3M03 (n，r)反跳原子の捕集に伴う現象〈立教大原研・立教
大一般教・阪大工〉松滞辰男・泉水義大・品川陸明・西沢嘉

芳成O森田芳充
3M04 中止

座長鍛冶東海 (10: 50-12 : 10) 

3M05 アγチモジの 'He，'He反応における直接過程の考察
(新潟大理・都立大理)0矢野倉実・外林 武・中原弘道・
村上悠紀雄

よ3M06 オノレトフュナソトロリ γおよびピリジン鉄(II)錯体
の熱分解反応のメスバウァー分光法による研究〈東大理)0

佐藤春雄・富永健

3M07 二三の合硫黄多核鉄錯体のT線照射効果(九大理〕
高島良正O村上是郎
3M08 Zn(II)とCd(II)のFエン酸および酒石酸錯体(八代
高専・熊本大工)0大吉{貴美子・大吉昭
N会場〈理学部2号館3階)(10月17日(金)， 18日(土)， 19日
(日))

10月17日午前

〔核化学〕

座長藤原一郎 (9:00-10: 00) 
1N01 加速器による5SMnの調製(九大理・東大物性研)0
柴悶誠一・高島良正・源生礼亮・本田雅鍵

1N02 陽子照射によるMg安定l司位体等の生成(東大物性研〉
0仁藤修・源生礼亮・本田雅健
1N03 日Co(p，n)"Nの核反応断面積と田Niの半減期測定
〈東大物性研・立教大理)0源生礼亮・西泉邦彦・本田雅健

座長小村和久 (10: OO-ll : 00) 
1N04 11'lnの(r，p)反応による製造と境変特性〈阪大理・阪
大医技短大・京大原子炉)0三藤安佐枝・福島昭三・室吉
成・森川薫・岩田志郎・笹島和久

1N05 1“Dy二重中性子捕獲断面積〈原研)0関線俊明・馬
場宏・天野恕

1N06 9SNb二重中性子捕獲断面積〈原研)0関根俊明・馬
場宏・天野恕

座長中原弘道 (ll: 10-12 : 10) 
LN07 励起関数の系統性(2)中性子放出反応(原研)0畑
健太郎・馬場宏

1N08 励起関数の系統性(3)荷電粒子放出反応〈原研)0
馬場宏・畑健太郎
1N09 1出Er→156mHo→156gHo→156Dyの壌変過程と核構造
(2) (京大原子炉・原研・東大核研・カリフ宏ノレニア大)0
岩田志郎・田村務・小村和久・古川宣治・J.O. Rasmussen 

10月17日午後
座長古川路明 (13: 10-14 : 10) 

1N10 閉 Np(n，2n)反応による2S6PU生成断面積〈京大原研〉
西朋太・藤原一郎O今西信悶・森山裕丈
1N11 叩U，田'U，239PU熱中性子按分裂における出Xe核兵性

体生成漸面積〈京大原研〉西朋太O藤原一郎・今西信嗣・
森山裕丈
1N12 四Pu熱中性子核分裂における四，130，132Sbと131，133Te

の核異性体生成断面積町〈京大原研)0西朋太・藤原一郎・
今西信閥・掘田幸吉・森山裕丈

〔放射化分析〕
座長戸村健児 (14: 10-15 : 10) 

1N13 須恵器の放射化分析(1)(奈良教大・京大原子炉・大
阪教委会・神戸商船大)0三辻利一・武内孝之・中村浩・
北野耕平
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1N14 利根川水系の微量元素の放射化分析(都ア研)0永塚
澄子・谷崎良之

1N15 ノレテニウムの放射化分析(名工試・京教育大)0甲田
善生・河島達郎・山本俊夫

座長永塚澄子 (15:20-16 : 20) 
1N16 水銀の放射化分析における標準物質の化学形〈三井石
化総研・京大原子炉)0加藤和哉・岩田志郎
1N17 NBS生物標準試料中のヒ素，水銀の放射化分析〈日
本分析セ・原研)0坂東昭次・今橋強
1N18 原子炉内速中性子による反跳陽子を利用した放射化分
析ー炭化水素中のC/Hの測定〈立教大原研・立教大一般教・
立教大理)0戸村健児・泉水義大・中村和也

座長赤岩英夫 (16: 20-17 : 20) 
1N19 パγデグラフ加速器を用いるジノレコニウム中の微量ハ
フニウムの熱中性子放射化分析(名大工〉石井大道O和田裕
樹・小林啓一・小堀健・広瀬昭夫

1N20 高純度材料中の趨微量成分の放射化分析(5)置換不
足当量法によるイジジウム，銅，ニッケノレの定量〈茨城電通

研)0小林健二・工膝溺・重松俊男
1N21 高純度材料中の超微量成分の放射化分析(6)不足当
量法によるFロム定量(茨城電通研)0重松俊夫・工藤例
.小林達二

10月18日午前
〔分析法その他〕

座長坂東昭次 (9:00-10 : 00) 
2N01 JMTR照射天然ウラン中に生成したAm，Cmおよび
Euの同位元素組成(京大原研〉西朋太・藤原一郎・今西
信嗣・森山俗丈O虎田真一郎・藤波直人
2N02 塩駿ヨウ化水素酸混合液中のウラγの陰イオγ交換挙
動〈原研)0臼井重和・市川進一・梅沢弘一・岡下宏
2N03 JPDR-1使用済燃料中のNp-237の分析(原研)0市
川進一・梅沢弘一・岡下宏

座長小山陸夫 (10:OO-ll : 0日〉
2N04 Zn(II)-ZnCyDTA水溶液系における同位体交換反応
の速度論的研究(東教大理〉池田長生O島崎善広
2N05 荷電柱子励起X根源~定による微量分析(5) マトリッ
クス中の微量成分元素の分析(東北大理・ jL大工)0朱 鉄
吉・鍛冶東海・塩川孝信・石井康造・森田 右・俵博之

2N06 荷電綾子励起X線測定による微量分析(6)生体標本
中の微量成分元素の分析(東北大理・九大工・東北大抗酸菌

研〉塩川孝信・朱鉄吉O鍛冶東海・石井慶造・森田右・
俵博之・松沢大樹

座長大崎進 (ll: 10-12: 10) 
2N07 水酸化鉄による温泉水中のトりウム・ハプエウムの共
tl:(青山大理工)0木村幹・小林伸二・平尾良光
2N08 短寿命娘核種の半減期測定のためのイオシ交換連続溶
離法(名大工〉石井大道O堀内一郎
2N09 オキ・ンンー5-スノレホン酸ー陰イォν交換樹脂を用いた不
足当量法による亜鉛，カドミウムの定量〈群馬大工〉赤岩英

夫.JlI本博O中国典子
10月18日午後

〔微弱放射能の測定と分布〕

座長木村幹 (14:10-15 : 30) 
2N10 雨水，慶中の放射性核種濃度分布(放医研〉鎌田 博
0湯)11雅枝・渡部輝久
2N11 液体シγチレーショ γヵゥγFーによる天然水中のト
ロンの定量(都立大理)0本間養失・堀内公子・白井悦子・
海野美恵子・村よ悠紀雄

2N12 微量Pu諸同位体(240RU， 239PU等)の放射化学的定量
〈金沢大理)0久松俊一・阪上正信
2N13 中止



座長河村正一(15; 40-17 ; 00) 

2N14 カノレスト台地の微弱放射能(山口大工短大)0池谷元
{司

2N15 海洋環境中の放射性ヨウ素の定量(動燃)0大和愛司
-宮河直人・野村保・木下陸

2N16 数種の環境放射性核種の系統分析法(九大理・九電総

研〉高島良正O藤崎三郎・村上是郊・山下博
2N17 気体増幅計数法による低レベノレトロチウム測定法の考

察(2)(九大理〉高島良正O百島則夫・大崎進
10月19日午前

座長八木益男 (9;20-10; 40) 

3N01 多重付加金属塩イォγ交換樹脂の作成と放射化学分

析への利用(3)フエロシアν化金属塩金属オキシソ草喜一イオ
γ交換樹脂(放医研)0今井靖子・渡利一夫・伊沢正実
3N02 フ且ロシアγ化金属ナトリウムに対する RIの吸着特

性〈放医研)0河村正一・黒滝克己・柴田貞夫・竹下 洋
3N03 中性子放射化法による極微量"Mnの測定一月，イソ
石試料への適用〈立教大理・東大核研・東大物性研)0西泉
邦彦・今村峯雄・本田雅健

3N04 速中性子で照射したMo中の長半減期Nb放射能(東

大物性研)0牧野友子・堀江絹子・本田雅鍵
座長坂本浩 (10; 50-12 ; 10) 

3N05 低パックグラウンドβ線スベFトロメーターの試作

(名大理)0小田 康・遠藤和豊・佐々木研一・古)11路明
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3N06 海底土コア中のlOBe(東大核研研)0井上照夫・今村
峯雄・小村和久・藤田雄三・柳田昭平・田中重男

3N07 海底土コア中のIofTh比および40K(東大核研)0小
村和久・井上照夫・今村峯雄・藤田雄三・柳田昭平・問中重

男

3N08 海底土コア中の日Mn(東大核研)C今村峯雄・井上
照夫・小村和久・藤田雄三・柳田昭平・田中重男

特別講演会場(理学部大会議室)(10月19日(日))

10月19日午後
座長佐野博敏(13; 30-14 ; 30) 

3N09 特別講演 放射線を利用した物性の研究(東大物性研〉

大野和郎

座長本田雅鍵 (14; 40-15 ; 40) 

3N10 特別講演 長寿命のウラγ系放射性核種の天然におけ

る非平衡(学習院大理〕木越邦彦

座長高島良正 (15;50-16 ; 30) 

3N11 特別講演 Environmental Radioactivity Survey in 

Thailand (0伍ceof the Atomic Energy for Peace， 
Thailand) N. Rativanich. 

懇親会懇親会を10月19日(日)18時から市内ミ Fカホールで

行ないます。会費3，000円。参加希望者はハガキで9月10日

〈火)までに， 812福岡市東区箱崎六丁目 九州大学理学部化

学教室高島良正〈電話 (092)641-1101，内線 42幻〉あて

お申し込み下さい。
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